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■オープンスタジオ

■オンライン企画Vol.68
7/29（水）「 WarWar展」

■どんどこ市の様子

7/3（金）～31（金）
会場 ： Aiギャラリー

会場 ： 
せんだいメディアテーク

■「Cute Loverly Wara Wara」展

7/5（日）・7/20（祝・月）

11:00～16:00
11:00～

どんどこ市の大盛況、誠にありがとうございました。ステージを
彩ってくださった皆さん、出店にご協力いただいた方々のおか
げもあり、会場にはたくさんの笑顔と交流が生まれ、心温まる素
敵な時間となりました。アーケード街を歩く人たちと楽しいひと
ときを共有できたことに感謝いたします。

諒太は、自分の内側にある世界を、絵を通して静かに、そして誠
実に表現し続けるアーティストです。アート・インクルージョンと
出会い、表現者として受け入れられてからも、「自分に合う仕事
とは何か」「自分は何を表現したいのか」を問い続け、日々模索
を重ねています。作品には、どこかユーモラスで愛らしい生きも
のたちが登場します。シンプルな線とやさしい色づかいで描か
れた世界には、見る人の心をふっと和ませる不思議な魅力があ
ります。一見すると素朴な絵ですが、その背景には、諒太自身が
時間をかけて育んできた感性や、社会との向き合い方が込めら
れています。

岩沼で入院生活を送るワラワラは、
小学5年生のときに患ったはしかが
きっかけでてんかんとなり、以来36
年にわたりそれと向き合いながら暮
らしてきました。そんな日々の中で
心の支えとなったのが絵を描くこと
でした。30年以上描き続けてきた作
品には、日常の小さな喜びや優しい
情景を丁寧にまたはカラフルに描
き、やさしく可愛らしい世界が広
がっています。見ているだけで心が
ほっと温かくなる作品の数々をぜひ
ご覧ください。

■オモテの写真/諒太「ナマケモノ」

■スタッフの皆さんと体操する時間もあったらいいなと...
Aiではお互いにフラットな関係を築けるよう、親しみを込めて職員をパートナー、
利用者をスタッフと呼んでいます。今回は、畔上愛さんにお話を伺いました。
Q.  A iではどんなお仕事をされてますか？
A .働き始めてまだ日が浅いので、活動に入りながらス
タッフの皆様のことやAiの製品について勉強中です。
毎日新しい発見があり、とても刺激を受けています。一
つひとつの活動や製品に込められた想いを大切にしな
がら、少しずつ理解を深めていきたいと思っています。
これからたくさんの経験を積み、皆さんと一緒に成長し
ていけたらうれしいです。
Q.  Aiに来る前はどのようなお仕事をされていましたか？
A.高齢者や障がい者施設で働いてきました。
Q.  A iに来てからの感想などお聞かせ下さい。
A.初めてAiに見学に来た時、絵が壁一面に飾られていて心からワクワクしました。実際
にスタッフの皆さんが日々自由にイキイキと制作活動されているのを見て、よりワクワク
しています。一人ひとりが自分らしく表現している姿がとても印象的で、私もこの場所で
新しいことに挑戦しながら、スタッフと一緒に作品づくりを楽しみたいと思っています。
Q.  今後Aiでやってみたい事などありますか？
A.大～きな壁画とか、超大作にたずさわってみたいです！ 高齢者施設で体操等
していた経験もあるので、皆さんと体操する時間もあったらいいなと思います。
作品づくりだけでなく、体を動かしながら自然に会話が生まれ、みんなが笑顔に
なれるような場をつくれたらうれしいです。一緒に楽しい時間を過ごしながら、
たくさんの交流ができることを楽しみにしています。
Q.  休日はどう過ごしていますか？
A.娘が鬼滅の刃とちいかわにハマっているので、一緒にアニメを観たり、クッキ
ーを焼いたり、近場にお出かけしたりしています。好きなキャラクターの話で盛
り上がったり、お菓子づくりをしながら笑い合ったりする時間は、私にとって大切
なひとときです。休日には季節を感じられる場所へ出かけたりしています。
ありがとうございました.. .   今後ともよろしくお願いします。

あぜがみ めぐみ　

パートナー
畔上　愛さん

■ダテコレ ～多様性が輝くファッションショー～

「ダイバーシティ（多様性）」をテーマ
に、デザイナーとモデルがタッグを組
み、それぞれの想いやストーリーを
ファッションで表現する特別なステージ
です。衣装には個性や生き方へのメッ
セージが込められ、モデルたちは自分
らしさを堂々と表現しながらランウェイ
を歩きます。その一歩一歩が、観る人の

心を動かし、勇気や希望、そして「違いを認め合うこと」の大切さを伝えて
くれます。年齢や性別、障がいの有無、文化や価値観の違いを超えて、多
様な人々が出会い、理解し合い、新たなつながりを生み出す場です。誰も
が自分らしく輝ける社会を目指し、ファッションの力で「共生」
のメッセージを発信します。ぜひ会場で、多様性が生み出す感
動と笑顔あふれるステージをご体感ください。

7/18（土）
　　　

パートナーの紹介


